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生命機能科学専攻
Agrobioscience

植物を取り囲む様々なストレス（気候、土、養分、環境汚染物質、病気や昆虫等）とそれに
応答する植物の仕組み（細胞構造、シグナル、遺伝子等）を植物医科学、環境科学の視点か
ら学び、生命機能を活かした農作物の増産、生命環境の保全に貢献する人材を育成します。

応用機能生物学講座

農学研究科

環境変動の生長生理ストレスの中で生きている植物はつねに光合
成で生成する活性酸素障害による生長性・生産性低下の危機にさ
らされています。我々は、この危機に負けない植物の体力強化の
ための植物自らの栄養補給・獲得の方法を日夜考え、明らかにし、
植物が幸せに健康で一生を全うできるすべを提供します。

植物栄養学
三宅 親弘　教授  ・  嶋川 銀河　助教

生物間の攻防を形態の変化（左）およびゲノム相互作用（右）という視点から解明する。

昆虫は生物の中でも最も種数が豊富なグループです。加えて、農
林業害虫やその天敵として、また農作物の花粉媒介の担い手とし
て農業と密接に関わってきました。昆虫の多様性を明らかにし、
害虫や天敵の生態、そして生態系での昆虫の役割について教育や
研究を行います。

昆虫多様性生態学
杉浦 真治　准教授

環境物質科学

環境物質科学研究室では、多様なヒト病態の迅速な解析手法の確
立や農薬、環境汚染物質などの幅広い環境化学物質の安全性やそ
の動態解析を目的として、ヒト生理・生化学的解析、植物環境生
理学および環境遺伝子工学等の最新の研究手法を駆使した研究活
動を行っています。

今石 浩正　教授  ・  乾 秀之　准教授

多様な生命現象における「細胞の機能と構造」について、各種
顕微鏡を駆使して得られる形態変化やエピジェネティックな遺伝
子修飾機構に注目し、その分子機構の解明と社会への応用に向
けた教育研究を行います。

細胞機能構造学
中屋敷 均　教授

作物とその近縁野生種を対象として、集団の分化や種内多様性を
もたらす遺伝子の同定や、種間雑種を利用したゲノム間相互作用
に関与する遺伝因子の解析等を通して、新たな種や異質倍数体
が成立する遺伝機構の理解を目指し、その成果の育種利用も念
頭においた教育研究を行います。

植物遺伝学

パンコムギ穀粒断面の
走査電子顕微鏡像

コムギ近縁野生種の穂 パンコムギの超高密度
連鎖地図

遺伝学・生態学・フィールドワークなど多元的方法により、作物の
栽培化に関与した遺伝子の同定とその機能の解明を進め、野生植
物から栽培植物への遺伝的変化のメカニズムの理解と有用な遺伝
子の探索を行っています。

栽培植物進化学
森 直樹　教授

ゲル電気泳動によるDNAの解析 穀物市場でのフィールドワーク（インド南部）

さまざまな昆虫を飼育して、昆虫の形態や行動の進化、変態、休眠、
内分泌、神経伝達、感覚受容、体内時計、光周性についての研
究をしています。昆虫の特性と適応の意味を分子レベルで明らか
にすることにより、害虫の防除や有用昆虫の資源利用の道を探る
教育研究を行います。

昆虫分子機能科学
坂本 克彦　教授

DNAマイクロアレイによる
遺伝子発現解析

ヒトや植物などを研究材料とし、生化学的解析や遺伝子操作などを駆使することで、ヒトの生
理機能や環境化学物質の安全性について研究しています。

蛾の蛹：カイコ（左）
とサクサン（右）

カイコの光周反応曲線

双眼実体顕微鏡下での昆虫の解剖 クワゴマダラヒトリ幼虫に産卵する
寄生蜂ギンケハラボソコマユバチ

（左）いもち病菌Pyricularia oryzaeの分生胞子　（中央）イネいもち病のイネ葉身上の病斑
（右）ハクサイ白さび病のフィールド試験

こごえる路傍の草 危険な太陽

植物病理学

植物病原菌はどのようにして特定の作物に寄生できるようになっ
たのか？作物はどのようにして病害抵抗性を獲得したのか？この疑
問を、染色体・ゲノム・遺伝子レベルで解析し、持続性のある抵抗
性育種への貢献を目指しています。植物病害診断ができる人材育
成にも力を入れています。

池田 健一　准教授  ・  足助 聡一郎　助教

気候変動や温暖化対策のために、世界各地の様々な環境下にある
土壌中での炭素の動態と循環プロセスを解析しています。また、森
林や農作物を育む礎として様々な機能や作用を担う土壌有機物の
働きを解明し、食料・環境問題に直結した教育研究を行います。

気候変動や温暖化対策のために、世界各地の様々な環境下にある
土壌中での炭素の動態と循環プロセスを解析しています。また、森
林や農作物を育む礎として様々な機能や作用を担う土壌有機物の
働きを解明し、食料・環境問題に直結した教育研究を行います。

土壌学

（左）放射性セシウムと植物根や土壌有機物との関係解析のために作成した土壌断面
（右）環境中のさまざまな元素含量の微量分析

藤嶽 暢英　教授  ・  鈴木 武志　助教  ・  木田 森丸　助教
シグナル伝達、エネルギー変換など生命活動に重要な役割を多く
果たしている生体膜に注目し、その構造と機能を再構成して精密
計測する研究活動を行っています。この研究を通じて生体膜の分
子機構を理解し、医療・食品・環境などの分野に応用することを
めざします。

シグナル伝達、エネルギー変換など生命活動に重要な役割を多く
果たしている生体膜に注目し、その構造と機能を再構成して精密
計測する研究活動を行っています。この研究を通じて生体膜の分
子機構を理解し、医療・食品・環境などの分野に応用することを
めざします。

細胞機能制御学

パターン化人工生体膜
（蛍光顕微鏡観察）

パターン化人工生体膜を用いたシグナル伝達の
構成的研究（模式図）

森垣 憲一　教授

松岡 由浩　教授
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生命機能科学専攻
Agrobioscience
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■ 奨学金制度

■ 神戸グローバルチャレンジプログラム

神戸大学で取り扱っている奨学金には、独立行政法人日本学生支援機構 （旧日本育英会）、民間奨学団体・地方公共団体及び神戸大学独自の制
度があります。
詳細は、神戸大学ホームページをご覧ください。

神戸大学が全学規模で実施している「神戸グローバルチャレンジプ
ログラム」は、課題発見・解決型グローバル人材の育成を目標とし、
長期休暇等を活用した海外での実習※と国内での事前・事後学修
を組み合わせた多種多様なコースを開講しています。学修の成果に
対し、総合教養科目「グローバルチャレンジ実習」として単位が授
与されます（学部生のみ）。※多くは10日間～1か月間程度
農学部においては、フィリピン大学ロスバニョス校（UPLB）とネブラ
スカ大学リンカーン校（UNL）に数週間滞在する複数の英語教育プ
ログラムを開催しています。本コース参加者は、研究施設や農場など
の訪問、現地学生との交流を通じて先進農業と文化を学びながら、
専門講師陣による濃密なアクティブラーニングで英会話力と表現力
を格段に向上させることができます。

学生生活支援 入学試験情報

国際交流

■ 六篠会（りくそうかい）
神戸大学農学部・農学研究科の同窓会『六篠会』は、同窓生全員の加入のもとに、在学生に豊か
な学生生活を送っていただくための支援や全同窓生との交流・連携を推進するための行事、さらに
農学部及び農学研究科の一層の発展に寄与するために多岐にわたる活動を行っています。
海外で開催される世界レベルの学術講演会にて学生が口頭発表するための渡航費の援助や学業成
績が特に優秀な学生の表彰などの学習意欲を高めるための支援、入学記念品の贈呈、学園祭や卒
業記念祝賀会の開催の援助のほか、就職活動時の就職ガイダンスの実施などの在学中の様々なサ
ポートを積極的に行っています。
さらに、卒業・修了後も同窓会の総会の開催や講演会の開催、ホームカミングデイの大学•農学部
との共催、会報の発行などを行うことで、六篠会を核に大学や同窓生との連携が可能となり、社会
活動に大いに役立てていただいています。

同窓会

■ 学生寮
遠方からの入学者も安心して学生生活を過ごせるよう、神戸大学学生寮があります。

住吉寮（男子）

住吉国際学生宿舎（男子・女子）

白鴎寮（男子・女子）

国維寮（男子・女子）

女子寮

寮　名 居　室 寄宿料（月額）

1人部屋（個室）

1人部屋（個室）

1ユニット4個室

1人部屋（個室）

1人部屋（個室）

18,000円

4,700円

5,900円

18,000円

18,000円

※金額は変更することがあります。
※寄宿料以外に、共益費、光熱水費などの経費が必要です。
※入寮資格、選考等の詳細は神戸大学ホームページをご覧ください。

■ 選抜要項・募集要項の請求先 神戸大学農学部教務学生係　〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1

■ 募集人員

食料環境システム学科

資源生命科学科

生命機能科学科

学　　　科

計 160

コ ー ス 入学定員 「志」
特別入試 前期日程 後期日程

一般入試

生産環境工学コース
食料環境経済学コース
応用動物学コース
応用植物学コース
応用生命化学コース
応用機能生物学コース

36

55

69

27
9
27
28
37
32

2
1
3
2
1
3
12

20
6
19
21
29
21
116

5
2
5
5
7
8
32

※入試方法、入試科目等の詳細は、神戸大学ホームページ、神戸大学大学院農学研究科・農学部ホームページをご覧ください。

神戸大学ホームページ  https://www.kobe-u.ac.jp/

神戸大学大学院農学研究科・農学部ホームページ　  https://www.ans.kobe-u.ac.jp/

アクセスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急電鉄神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

神戸電鉄

北条鉄道

北条町

JR
加
古
川
線

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

JR新幹線

大阪市営大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道加古川
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十　三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

明石

粟生

法華口

附属食資源教育研究センター

新開地

阪急電鉄「六甲」駅，JR 西日本「六甲道」駅 または阪神電鉄「御影」駅から神戸市バス36系統
「鶴甲団地」行き乗車，「神大文理農学部前」下車 
新幹線「新神戸」駅からタクシーで約15分

最寄り駅から農学部・農学研究科まで

新在家

36系統 神大文理農学部前

農学部
農学研究科

文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

国際人間科学部
（鶴甲第2キャンパス）

国際人間科学部
（鶴甲第1キャンパス）

至大阪

36系統 至大阪

至大阪

至大阪

至神戸三宮

阪神電鉄

阪急電鉄神
戸線

JR神戸線

至三宮
至神戸三宮

至三ノ宮 六甲道
国道2号線

御　影

六　甲

六篠会ホームページ https://www.rikusoukai.org/

住吉寮

フィリピン大学ロスバニョス校
（UPLB）

ネブラスカ大学リンカーン校（UNL）

住吉国際学生宿舎

■ 令和7年度入学者選抜試験日程

9月27日

11月1日

2月25日

3月12日

試験日

第一次選抜

最終選抜

前期日程

後期日程
一般選抜

特別選抜
「志」
特別選抜
（AO入試）
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■ 奨学金制度
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